
令和３年度地区懇談会（幌別西、青葉地区）会議次第

令和３年１０月１１日（月） １８時００分～ 市民会館 中ホール

１．開 会

２．市民憲章唱和 ･･･････････････････････････････････････ 裏表紙に掲載

３．地区連合町内会長あいさつ

・幌別西地区連合町内会

・青葉地区連合町内会

４．市からの情報提供事項

・老人憩の家等の利用再開とコミュニティ施設への再編について 市民生活部

・衆議院議員総選挙の「お知らせ」と「お願い」 選挙管理委員会

・新型コロナワクチン接種の進捗状況について 保健福祉部

・消防本部新庁舎建設の進捗状況について 消防本部

（資料１）将来における小中学校のグランドデザイン

（全体構想）を策定しました････････････････１ページ 教育委員会

（資料２）マイナンバーカードをつくりませんか･･････････････････３ページ

（資料３）令和１２年度以降のごみ処理施設の検討について････････４ページ

（資料４）のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業････････････････５ページ

（資料５）除雪作業にご理解とご協力を･･････････････････････････６ページ

（資料６）道路の異常をお知らせください････････････････････････７ページ 都市整備部

（資料７）消毒用アルコールの安全な取扱について････････････････９ページ

５．市役所本庁舎の建設位置について････････････････････････････････１０ページ

６．地域の共通課題についての懇談

７．市長あいさつ

８．閉 会 ( 19時00分 )

説 明



登別市教育委員会では、平成２６年５月に、「登別市学校適正配置基本方針」

を策定し、児童・生徒の減少により学校の小規模化が進む地区で、保護者や地域

住民の皆様と意見交換会を開催するなどしてきました。

しかし、市内の児童・生徒数は予想を上回る速さで減少しており、市内の複数

の小中学校では小規模化による課題が表面化しつつあります。

このため、登別市教育委員会では、本年度より、それら学校を対象に、必要な

学校規模を確保するため具体的取組を行うこととし、まずは取組を行うにあたり、

「登別市小中学校の適正規模・適正配置の指針」を策定して、今後３５年間にお

ける小中学校のグランドデザイン（全体構想）を取りまとめました。

グランドデザインでは、今後３５年間を第１期（令和３年度～令和７年度）、

第２期（令和８年度～令和１７年度）、第３期（令和１８年度～令和３７年度）

に分け、各期間における児童・生徒数の推計に基づき、それぞれの時期の学校配

置の姿を示しております。

将来における小中学校のグランドデザイン

（全体構想）を策定しました

資料１
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●第１期（令和３年度～令和７年度）

児童・生徒数は、２，９２４人から２，６３５人に減少するものと見込んでおり、

現在１３校の市内の小・中学校は、第１期中に１１校にすることを想定しています。

●第２期（令和８年度～１７年度）

児童・生徒数は、２，５７３人から１，９６５人に減少するものと見込んでおり、

市内の小・中学校は、第２期中に７校にすることを想定しています。

●第３期（令和１８年度～３７年度）

児童・生徒数は、１，９６０人から１，３０８人に減少するものと見込んでおり、

市内の小・中学校は、第３期中に６校にすることを想定しています。

今回、お示ししたグランドデザインは現時点の想定であり、実際にどのように学

校規模を適正にしていくかは、保護者や地域の皆様と議論を重ねて決めていきます。

まずは、第１期で隣接校との統合を想定した幌別東小学校と登別中学校で具体的

な話し合いを始める予定です。

２

問い合わせ 教育委員会総務グループ （TEL８８－１１００）



公的な身分証明書として使えます！

マイナンバーカードをつくりませんか
市では、マイナンバーカードを使って全国のコンビニエン

スストア等で休日や夜間でも住民票等の各種証明書の交付

を受けられるサービスを行っています。

また、健康保険証としての機能が追加されるなど利便性が

高まりますので、この機会に是非マイナンバーカードの申請

をご検討ください（マイナンバーカードは、申請から交付ま

で１カ月半程度かかります）。

●マイナンバーカード申請に必要なもの

１ 本人確認書類（次のどれかの組合せ）

・健康保険証と介護保険証

・健康保険証と年金手帳

・健康保険証と預金通帳

※運転免許証をお持ちの方はそれだけでＯＫ！

※上記以外の本人確認書類についてはお問い合わせください。

２ マイナンバーの通知カード

平成２７年１０月以降に簡易書留で送付した緑色のカードです。

３ 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

●手続きできる場所

市役所市民サービスグループ、鷲別支所、登別支所

●注意事項

・写真は申請時に撮影（無料）します。

※マスクやサングラス、帽子等の着用は認められません。

・一人につき２０分程度の時間を要します。

マイナンバーカードの出張申請受付も行っています
少人数で集まるサークル活動やサロン活動、町内会の各種会合等に職員が

出張し、マイナンバーカードの出張申請受付を行います。

※個人宅への出張受け付けは行っていません。

※詳しくは、市民サービスグループへお問い合わせください。

問い合わせ先 登別市役所市民サービスグループ 85-1855

鷲別支所 86-6111 登別支所 83-1131

資料２
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令和１２年度以降のごみ処理施設の検討について

クリンクルセンターの令和１２（２０３０）年度

以降の在り方については、施設の改修費や運営管理費

など、様々な条件を整理した上で「さらなる延命化」

か、「新たにごみ処理施設を建設する」か、白老町とも連携を図りながら、どちらが良いか

を総合的に検討していきます。

【① 再延命化し継続利用】

● 焼却炉などのプラント設備や、建屋などの建築設備の劣化状況を調査した上で、健全度を

評価し、再延命化対策工事のスケジュールや概算工事費を算出します。

【② 新たなごみ処理施設を建設】

● 新たな分別の導入や将来のごみ処理量の推定から、ごみ処理施設の規模を検討します。

● 焼却処理施設や破砕処理施設、リサイクル処理施設などの処理方式を検討します。

● 建設候補地を検討します。

ごみ処理施設の在り方は、上記の①や②の検討とともに、市全体の施設整備や財政などの要素

も考慮する必要があり、市民生活に大きく関わる問題ですので、皆さんにご意見を伺う機会を設

け、議論を重ねながら、令和４年度中に市の方針を決定する予定です。

令和３

(2021)

年度

現在

令和１２

(2030)

年度

令和５

(2023)

年度

延命化工事

① 再 延 命 化 し 継 続 利 用

② 新たなごみ処理施設を建設

どちらかを

決定

令和３～４年度

［選定条件］ ・用地の面積やコスト等

・電気、ガス、水道等のインフラ整備

・自然環境、生活環境への影響

・地盤、傾斜地、津波などの自然災害に対する強靭性

・収集運搬の効率性 など

（平成 22 年度～令和 10 年度
間の計画に基づく）

資料３

問い合わせ 環境対策グループ（TEL ８５－２９５８）
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資料５
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資料６-１
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消防本部からのお知らせ

新型コロナウィルス感染症の発生に伴い、手指の消毒等のため、消毒用アルコールを使

用する機会が増えています。

アルコールは危険物ですので、次のことに注意して使用するようにしましょう。

お問い合わせは、消防本部総務グループ

℡ ８５－９６１１

消毒用アルコールの安全な取扱について

アルコールの火災予防上の特徴

○火気に近づけると引火しやすい。

○アルコールから発生する可燃性蒸気は、空気より重く、低いところに溜
まりやすい。

火災予防上の一般的な注意事項

★消毒用アルコールを使用するときは、火

気の近くで使用しないようにしましょう。

★消毒用アルコールを容器に詰め替える場合

は、漏れ、あふれ等に注意しましょう。

また、詰め替えた容器に“消毒用アルコー

ル”や“火気厳禁”などの注意事項を記載し

てください。

★容器を設置・保管する場所は、直射日光

が当たる場所や高温となる場所を避けまし

ょう。 ★密閉した室内で多量の消毒用アルコール

の噴霧を行うことはさけましょう。

室内の消毒時は換気をしましょう。

資料７
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市役所本庁舎の建設場所について

令和３年１０月　総務部総務グループ

資料８
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　新しい津波浸水想定の発表（内閣府）

現計画で進められるのか検討

　新しい津波浸水想定の発表（北海道）

現庁舎敷地では、災害対応が難しい！
高台に移転

Ｒ２．４

Ｒ３．７

１1



これまでの経緯　２

浸水区域は除外してほしい

幌別地区に防災拠点がないので
あれば、幌別地区に建設すべき

幌別地区の中心で高台であ
る陸上競技場がいい

高台移転は反対。まちづく
りをどう考えているのか。

まちの真ん中に大きな建物があ
ればみんなそこに避難できる。

令和３年　連合町内会及び関係団体意見交換会
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これまでの経緯　３

防災拠点の存在

まちの中心性

利便性

災害からの安全性

幌別地区に建設
１3



幌別地区のどこにするか　１

 

津波浸水域外

   ･･･津波浸水域

Ｒ３．７北海道公表の浸水想定図

現在の市役所

市民会館

陸上競技場

青葉小学校

幌　別　地　区

１4



幌別地区のどこにするか　２

洪水からの安全性

幌別川、来馬川洪水浸水想定区域図
（想定最大規模 １０００年に１度）

 

１5



幌別地区のどこにするか　３

まちの中心性

人口集中地区の指標である

ＤＩＤ地区※を参照

現在の市役所

市民会館

陸上競技場

青葉小学校

１6



幌別地区のどこにするか　４

交通の利便性

幌別駅からの距離が半径

１ｋｍ以内（徒歩約１５分以内）

現在の市役所

市民会館

陸上競技場

青葉小学校

幌別駅

１．５ｋｍ

１ｋｍ

５００ｍ

１7



幌別地区のどこにするか　５

条件を結合

・津波浸水域外

・洪水浸水想定域外

・ＤＩＤ地区内

・幌別駅から１ｋｍ以内

現在の市役所

市民会館

陸上競技場

青葉小学校

１8



幌別地区のどこにするか　６

陸上競技場

幌別中学校グラウンド緑ヶ丘市営住宅

１9



他自治体等との連携

陸路での支援

 高速道路

 東支署

 温泉地区

 他自治体

    

苫小牧、札幌方面

鷲別、室蘭方面

陸上競技場

伊達方面

消防署東支署

温泉地区方面

との接続

20



  

    陸上競技場敷地で建設を

　　　　進めたいと考えています。

21



今後について

 

建設する建物の方向性の決定

将来の幌別地区のまちづくり（経済、災害対策、交通対策など）

現庁舎敷地の跡地利用
    

22
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